
令和3年度 人口推計結果について
１ 概 要

（仮称）第４次基本構想の策定に向けて、直近の国勢調査等データを活用し、人口推計を

実施

２ 推計結果

（人）

（年）

○ 今回推計と人口ビジョンとでは、大きな傾向（増加傾向）は変わらない

○ 2020年のR2国勢調査人口（基準人口）が前回推計人口を約3,500人上回ったため、前回推計を上方にスライドしたような結果となった

○ 年齢３区分別でみると、主に１５～６４歳人口が前回推計との差が大きい。他の区分は、概ね前回推計と同様の結果となった

３ 年齢３区分別推計結果
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推 計 期 間 令和2年（2020年）から令和47年（2065年）まで

基 準 人 口 令和2年国勢調査における千代田区の日本人人口（令和2年10月1日時点速報値）

コーホート要因法（前回推計と同様の方法）

推 計 方 法 将来の自然増減要因（出生、死亡）と将来の社会増減要因（転入、転出）を個別

に設定し、各コーホート（同期間に出生した集団）の将来人口を推計する方法


